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1. 論文「TPPの概要と意義」に関して、稲村から発表　質疑応答
· 報告の内容は添付プレゼンテーションを参照願います。
· 浅野さんから、TPPの当初加盟4ヶ国(P4)に関して、発表中に「経済的に開放的な国々」と述べた理由について質問。
【応答】P4特にシンガポールは、国内土着の産業に乏しく、国内の産業構造が金融・自由貿易に依存している率が高いと思われたため。

· 山崎先生から、発表中にある「戦前のブロック経済との近似性」について、その可能性は低いのではないかと指摘。
【応答】自由貿易によって、相互に利益が享受され各国の拡大風潮が止まないうちは旧来のブロック経済化する可能性は低いが、何らかのネガティブな原因の発生により、広域経済圏の設立目的が域内貿易による利益の保全にすり替わる可能性は否めないと考える。

· 山崎先生から、発表中にある「農業輸出額補助の禁止」に関して、農家の個別保障などの方策による救済も協定違反となるのか質問。
【応答】国民に対する富の再分配に対する干渉は、協定の範疇を超える内政干渉であるように思われるが、確証がないため今後の研究内容とする。

2. 山崎先生から本政策研究に関する方向性と今後の課題提示

· 本政策研究の最終的な目標は、TPPに対する姿勢の決定。

· メリット、デメリットをエクセルなどで表化し計量的に比較。

· デメリットにたいする反論や対応も研究内容。

· 新聞、雑誌、論文などの具体的な資料集めを行う。

· TPPの歴史的な流れや各国の参加意図、感心の内容について深めること、また、米国が参加に積極的な背景も研究も必要。
· 現在参加に対して態度を明らかにしていない、もしくは参加を拒否している中韓欧印などの対応、日本が参加する事による非参加国が、将来的に参加する事で、日本にとって現状を上回るメリットを生み出す枠組みとなり得るか。

· 発展的内容として、日本がTPPに参加する際にリクエストできる積極的内容の検討。

3. 論文「TPPは社会資本を破壊する」に関して、浅野さんから報告

· 平井さん作成のプレゼンテーションは、ブログ中の資料を参照願います。

4. 同論文に対し、嶋村さんからコメント

· Iターン等の有効活用で、農業社会の活性化は促せないか
· 自身の実感からすると、論文中にあるような、格差社会の拡大や貧困層の増加等の論は極端すぎると思う。
· 地産地消や自給率の上昇等の目的はＴＰＰにより破壊されうるのではないか。
5. 同論文から発見された課題
・農業の活性化は必要だが、効率化や大農業化が解決方法ではない可能性が提示
　⇒同論文では、農業の持つ特性や機能、文化的な側面を社会的資本として重要なものであると指摘している。特に農業の持つ、山林の保護などの様々な好影響は見逃してはならないのではないか。

・食の安全や各国の国土保全、環境保護の観点で日本独自のリクエストが可能なのではないか。
